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参考資料① 札幌市子ども・子育て会議条例（平成25年条例第21号） 

（設置等） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号。以下「支援法」という。）第72

条第１項及び第３項の規定に基づき、札幌市子ども・子育て会議（以下「子ども・子

育て会議」という。）を置く。 

２ 子ども・子育て会議は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推

進に関する法律（平成18年法律第77号。以下「認定こども園法」という。）第25条及

び児童福祉法（昭和22年法律第164号）第８条第３項に規定する合議制の機関とする。 

（所掌事務） 

第２条 子ども・子育て会議は、次に掲げる事務を行う。 

(1) 支援法第72条第１項各号に掲げる事務を処理すること。 

(2) 認定こども園法第３条第１項又は第３項の認定及び認定こども園法第７条第１

項の規定による認定の取消しに関する事項並びに認定こども園法第25条に規定する

事項を調査審議すること。 

(3) 児童福祉法第８条第１項本文及び第３項に規定する事項を調査審議すること。 

(4) いじめ防止対策推進法（平成25年法律第71号）第30条第２項の規定による調査

に関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、支援法第７条第１項に規定する子ども・子育て支

援（以下「子ども・子育て支援」という。）、子ども・若者育成支援推進法（平成21

年法律第71号）第１条に規定する子ども・若者育成支援等に関すること。 

（組織） 

第３条 子ども・子育て会議は、委員31人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(1) 子どもの保護者 

(2) 事業主を代表する者 

(3) 労働者を代表する者 

(4) 子ども・子育て支援に関する事業に従事する者 

(5) 子ども・子育て支援に関し学識経験のある者 

(6) その他市長が適当と認める者 

（委員の任期） 
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第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（臨時委員） 

第５条 特別の事項等を調査審議するため必要があるときは、子ども・子育て会議に臨

時委員を置くことができる。 

２ 臨時委員は、第３条第２項各号に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

３ 臨時委員は、その者の委嘱に係る特別の事項等に関する調査審議が終了したときは、

委嘱を解かれたものとみなす。 

（会長） 

第６条 子ども・子育て会議に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、子ども・子育て会議を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委員

がその職務を代理する。 

（会議） 

第７条 子ども・子育て会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、これを開

くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数で決し、可否

同数のときは、議長の決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第８条 子ども・子育て会議は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求

めて意見若しくは説明を聴き、又はこれらの者から資料の提出を求めることができる。 

（部会） 

第９条 子ども・子育て会議に、必要に応じ、部会を置くことができる。 

２ 部会は、会長の指名する委員及び臨時委員をもって組織する。 

３ 部会に部会長を置き、会長がこれを指名する。 

４ 部会長は、部会を代表し、部会の事務を統括する。 

５ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長の指名す

る委員がその職務を代理する。 
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６ 子ども・子育て会議は、その定めるところにより、部会の決議をもって子ども・子

育て会議の決議とすることができる。 

７ 前２条の規定は、部会について準用する。 

（庶務） 

第10条 子ども・子育て会議の庶務は、子ども未来局において行う。 

（委任） 

第11条 この条例に定めるもののほか、子ども・子育て会議の運営に関し必要な事項は、

会長が子ども・子育て会議に諮って定める。 

 

参考資料② 児童福祉法（抄） 

第４６条 都道府県知事は、第４５条第１項及び前条第１項の基準を維持するため、児

童福祉施設の設置者、児童福祉施設の長及び里親に対して、必要な報告を求め、児童

の福祉に関する事務に従事する職員に、関係者に対して質問させ、若しくはその施設

に立ち入り、設備、帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

 

参考資料③ 児童福祉行政指導監査実施要綱（抄） 

５ 指導監査の方式及び回数 

指導監査は、一般指導監査と特別指導監査に分けて次により実施すること。 

(2) 特別指導監査は、問題を有する実施機関及び児童福祉施設を対象に必要に応じ

て特定の事項について実施すること。この他、保育所については、死亡事故等の重

大事故（死亡事故、意識不明となる事態等の重大な事故をいう。以下同じ。）が発

生した場合又は児童の生命・心身・財産に重大な被害が生じるおそれが認められる

場合（こうしたおそれにつき通報・苦情・相談等により把握した場合や重大事故が

発生する可能性が高いと判断した場合等も含む。以下同じ。）等には、特別指導監

査を実施すること。 

 

参考資料④ 札幌市保育所等給食管理運営指針（抄） 

Ⅲ 離乳の進め方編 

８「離乳後期（生後９～11か月頃）」の進め方 

(6) 離乳食の調理 

ウ 副食 

(ｱ) 揚げ物・・幼児食をさっと熱湯に通し、５～８㎜角位に切るか５㎜程度の
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厚さにスライスする。※ソース、ケチャップ等はかけない。 

(ｲ) 焼き物・・幼児食を使用。５～８㎜角位に切るか、ほぐす。※ソース、ケ

チャップ等はかけない。 

(ｳ) 煮物・・・幼児食を使用。幼児食の調味料を控えて煮て取り分ける（幼児

食は、離乳後期の分を取り分けてから規定の調味料量を入れる）か、熱湯に

通す。５～８㎜角位に切る。 

(ｴ) 和え物・・幼児食の調味料を控えた時点で取り分け、刻む。 

(ｵ) トマト・・５～８㎜角位に切る。 

(ｶ) 果物・・・手で持ちやすい形に切る。柑橘類は小房に分けて薄皮を剥く。

果肉の固いりんご、なし等は煮て軟らかくする。柿は離乳 完了期まで使用

しない。 

９「離乳完了期（生後12～18か月頃）」の進め方 

(6) 離乳食の調理 

ウ 副食 

(ｱ) 揚げ物・・幼児食を使用。１cm角位に切るか、８㎜程度の厚さにスライス

する。 

(ｲ) 焼き物・・幼児食を使用。２～３等分に切る、又はスティック状に切る。 

(ｳ) 煮物・・・幼児食を使用。固い食材は１㎝位に切る。 

(ｴ) 和え物・・幼児食 を使用。固い食材は刻む。 

(ｵ) トマト・・１㎝角位に切る。 

(ｶ) 果物・・・手で持ちやすい形に切る。果肉の固いりんご、なし等は煮て軟

らかくする。柿は離乳完了期まで使用しない。 
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参考資料⑤ 授乳・離乳の支援ガイド（抄） 

 
出典：厚生労働省が設置した「『授乳・離乳の支援ガイド』改定に関する研究会（座長：五十嵐隆 国
立成育医療研究センター理事長）」により改定された「授乳・離乳の支援ガイド（2019年改定版）」 
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参考資料⑥ 札幌市保育所給食基準献立（抄） 

 

30日(水)

   人(   )    人(   ) 初    人(   ) 初    人(   )

   人(   )    人(   ) 中    人(   ) 中    人(   )

   人(   )    人(   ) 後    人(   ) 後    人(   )

可食量g 使用量g 総使用量 総使用量

午 １ 牛乳

前 ｜ 牛乳 72 72

お ２

や 歳 果物

つ 児 果物(　　　　　　　　) 30 30

主 歳 １ ごはん

児 ｜ 精白米 38 38

食 ２

共 味噌汁(南瓜)

通 南瓜（廃棄率16％） 40 48

献 鉄強化味噌 4.5 4.5

立 煮干(だし用) 2.5 2.5

水(煮干しだし) 120 120

１

｜

２

歳 すき焼き風煮

児 豚ロース肉 20 20

80 焼き豆腐 20 20

％ はるさめ 5 5

白菜 20 22

玉葱 16 18

人参 9 10

サラダ油 1 1

砂糖 0.8 0.8

みりん 0.7 0.7

醤油 2.8 2.8

胡瓜のおかか和え

きゅうり 40 41

醤油 1 1

削りかつお 0.5 0.5

果物

果物(　　　　　　　　) 30 30

午 アイスクリーム

後 ｱｲｽｸﾘｰﾑ(１～２歳児80％)) 50 50

お

や 市販菓子

つ 市販菓子 15 15

札幌市子ども未来局

令和 7年 7月
実施日

離乳食予定人数(実施人数)

予定・実施献立表
予定人数　(実施人数) 30日(水)

1～2歳児

3～5歳児

(平日手作りおやつ献立) 職員

献立名及び食品(分量は一人分)

<牛乳>

作り方・中心温度等/備考

※牛乳72gは70mlです｡

まで戻し1.5㎝程度の長さに切

<味噌汁(南瓜)>

①南瓜は1.5cm程度の角切りにす

る。

②だし汁で①を煮、味噌を加える

。

※南瓜は煮崩れないように注意

する。

<すき焼き風煮>

①春雨は熱湯でやわらかくなる

菜、焼き豆腐、砂糖、ﾐﾘﾝ、醤

る。

②白菜・玉葱は、長さ2㎝、幅1

㎝程度に切る。

③人参は厚さ5㎜、縦横1.5㎝程

度のいちょう切りにする。

④焼き豆腐は、厚さ1㎝、縦横2

㎝程度に切る。

⑤油で1.5～2㎝角のｽﾗｲｽ肉を炒

め、色が変わったら人参を加え

炒める。

⑥⑤に玉葱を加え炒め、さらに白

油を加え、人参がやわらかくな

るまで煮込む。

⑦春雨を入れて、ひと煮立ちさ

せる。

<胡瓜のおかか和え>

①胡瓜は1.5㎝程度の乱切り又は

長さ2㎝程度の太めの千切りに

し、茹でて冷水にとり水を切る

。

②①を醤油と削りｶﾂｵで和え、時

々混ぜて味をなじませる。

い。

<アイスクリーム>

※ 容量は、gとmlは異なります

ので確認して下さい。

<市販菓子>

２～３種類を組み合わせてもよ
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参考資料⑦ 教育・保育施設等における窒息事故発生時の対応フロー 

 
出典：こども家庭庁が実施した「教育・保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査
研究事業」により作成された報告書（令和７年３月 MS&ADインターリスク総研株式会社） 
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参考資料⑧ 教育・保育施設等における誤嚥事故防止のための食材整理表 

 
出典：こども家庭庁が実施した「教育・保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査
研究事業」により作成された報告書（令和７年３月 MS&ADインターリスク総研株式会社） 
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